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  学校訪問がありました 
  ６月２３日（金）、山口県教育庁義務教育課か
ら１名、岩国市教育委員会から４名来校され、児
童の様子や学校運営状況を見ていただきました。
参観後にはこのような言葉をいただきました。 

○読書カードに保護者のコメントがしっかりと書 
 いてあった。保護者と学校のつながりがしっか 

 りしていると感じた。 

  私からは、「教育に関心が高く、とても協力的
な保護者が多いです。ＰＴＡ活動にも主体的に取
り組まれ、大変助かっています。」と伝えました。
保護者の皆様の良さがしっかりと伝わり、嬉しか
ったです。 

 また、学校運営についても、このようにほめて
いただきました。 

○子ども手作りの掲示物がたくさんあって素敵だ
と思った。子ども主体の学校運営ができていると感じた。 

○小さい学校の良さ、個別対応ができる強みを生かせている。今後も続けてほしい。 

○子どもが落ち着いて授業を受けている。また、子どもの意見を表出させる授業展開が仕

組まれており、とてもよい。 

 まだまだ至らないところもたくさんありますので、今後も子どもたちのために努力をし
ていくつもりです。７月中旬には、学校評価アンケートを実施いたします。学校をよりよ
くしていくためのアンケートですので、ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。  

 

  ＳＣによるＧＨＰ 
 見出しをわざと略語で書いてみました。何のこと
かわかるでしょうか。 

 6 月 27 日（火）に、ＳＣ＝スクールカウンセラ
ー（若松ゆかり先生）によるＧＨＰ＝「思春期グロ
ーイングハートプロジェクト」の授業がありました。
ＧＨＰのねらいは、心の専門家である SC による「心
理教育プログラム」を実施することにより、子ども

たちの心の育成を図ることです。ＳＣの先生からは、
「友達関係で悩んでいる人が多い。悩みは誰にでも
あるものだから、信頼できる人に相談することが大
切。」という話がありました。 

 思春期は１１歳くらいから始まります。高学年の児童の中には、すでに始まっている子
がいると思います。「手を離して目を離さない」というのがコツです。子どもの成長のた
めに、口を出したいところをぐっとこらえて見守るという大変難しいことに、親も挑戦し
なくてはなりません。お互いに頑張りましょう。 
 



  学校・地域連携カリキュラムをご一読ください 
 7 月 21 日（金）には、ふるさと熟議を予定しています。総合的な学習の時間を活用し

て実施する活動内容について、具体的に話し合うのが目的です。ともすれば、「何をした
いか」が一番になりがちですが、大切なのはその授業を通じて「どんな力を伸ばしたいの
か」を全員が共有することです。そのために、「学校・地域連携カリキュラム」がありま
す。ぜひご一読いただき、活動の「意味づけ」をしていただけると助かります。 


